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自分ハ嘗テ東京市療養所二於テ、同僚石川友示

氏卜共ニ、種カノ油剤ノ結核菌二及ボス影響二

就テ研究シ、之ヲ大正14年４月日本結核病學

會二報告シ、翌15年之ヲ原著トシテ｢結核｣第

４巻二載セタノデアルガ、其｢結核菌純培養二

對スル油剤ノ影響｣ノ部二於ケル業績ハ、結核菌

培養二常リ、綿栓底二種カノ油剤叉ハ他ノ揮辞

性物質ノ液鱈テ浸シテ蝋封シ、結核菌ノ殼百阻

止カノ有無強弱テ検シタモノデ、｢トルオール｣、

｢オ‘1カリブ､ﾂﾌヽ｣油、｢ベルガモ､ツト｣油、｢ツ。－

デル｣油、薄荷油、｢テレビン｣油、檻皮油、｢レ

モン｣油、桂皮油、芥子油等二脅育阻止作用ノ

有ルテ認メタノデアル。

其後大正15年頃カラ昭和7、8年頃-ｉ・デ、日本

二於テ肺結核ノ石油療法ナルモノガ民間二流行

シタノヲ動機トシテ、自分ダヽ常保養院二於テ揮

登性物質ノ結核菌二對ソ、ル研究ヲ開始シタノデ

アル、蓋シ先二東京二於テ結核菌登育阻止作ｍ

ヲ謐明シタ處ノ油剤ノヽ何レモ揮脅性強キモノデ

アリ、而シテ石油モ亦揮登性物質デアルカラ、

或・ヽ結核菌二對スル強烈ナル殼育阻止作用テ有

スルカモ知レヌト想像シタカラデアル。

楢此際、濁り石油ノミナラズ、大蒜ノ如キ臭気

強ク而シテ結核ノ民間薬トシテ知ラレタモノテ

始ノトシ、種々ナル揮特性物質テ検シ、嘗テ検

査シタ物質二就キテモ新シキ試験法ヲ以テ再検

討テナシ、彼此比較調査シタノデアルガ、石油

ノ結核菌二對スル作用が存外微弱ナルニ反シ

テ、大蒜ノ｢アルコール｣叉ハ｢エーテル｣浸出液

ノ揮特瓦斯二彊烈ナル作用アルテ知リ、自分ノ

興味ハノ､蒜及ビ之二近似ノ玉葱、韮等二移り、

之グ主トシテ検査スル内－、之等植物其物ノ作

川ノヽ比私的弱ク、｢エーテル｣及ビ｢アルコール｣

コソ極ノテ強キコトテ蹊認シ、自分ノ興味ハ再

韓シテ此２者二移行シ、殊二人醵二庶用シ易キ

黙二於テ｢エーテル｣ニ重鮎テ置クユ至ツタノデ

アノレ。

而シテ賓験方法二就テヘ嘗テ東京二於テセル

方法二比シテ、著シク改善サレタコトノヽ勿論デ

其成績ノ一部ハ昭和13年４月第16同日本結核

病學會二於テ、叉同年９月第３同鮮満聯合醤學

會二於テ｢種々ノ揮辞性物質ノ結咳菌散育阻It.

作用｣ト題シテ特表シ、次デ昭和14年９月第26

同満洲爵學會二於テ、(｢エーテル｣及｢アルコー

ル｣ノ結咳菌二對ノ、ﾉﾚ特育阻止乃至殺菌作用))ノ

題下二報陛シタノデアルガ、其後更ニ、賓験テ

加’ヽ不備テ補足シテ茲二報告フ､ル次第デアル。
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2。文献概説

石油ノ結核二對スル欲果二就テ､・ヽ、民間二宮傅

セラレタノミデ、學術的研究ノ報告ハ少撒二過

ギタ、而モ何レモfi油ノ欲果ヲ･否定スルモノ

デアル。郎チ伊東幹愛氏(衛生試験所彙報昭和

８年)ハ種々ノ方面カラ石油ノ治療的價値テ研

究シテ全ク無欲ト断定シ、盆子千年長氏(東京

醤事新誌第2927 M、昭和:10年)モ家兎二於ケ

ル賓験二基キ、石油ノ内服叉ノヽ注腸ハ血沈テ促

進セシノ･、溶血現象ヲ起シ、食慾不振、醒重減

少、毛深前失等ラ来タスヲ･認ノ･、人慌使用二對

シテ警告スル處アツタし、

次二高垣秀雄氏(大阪醤事新誌第６巻、昭和10

年トハ｢グリセリン｣寒天５ ccm ニ對シ５滴ノfi

油ヲ加フルトキハ該菌ノ碓育ヅ阻ILノ、ルノミナ

ラズ、終二死滅セシムルガ、健康海挑二石油テ

奥ヘレバ、何に

海銚二数同二亙り石油ヲ胃内給典ノ､ルモ好影響

無シト報告シタ。

米深隆之氏(大阪醤事新誌ぶ６凪昭和７年)ハ

50種ノ瓦斯碓生値ニョリ生ズうレ瓦斯ノ結核菌

殼育二及ボソ、影響り公表シタガ、其成績ハ自分

が石川氏1ヽ共二大正14年二特長シタ處ノ成績

ヤ、其後二自分軍燭二報占ヽシタ處ト一廓分ハ合

致シ、一部分ハ相異フ､几･が、兜二角揮鍵性物質

ノ瓦斯醵二結核菌碓育阻111作用が多カし少ナカ

レ有ルト云フ黙二於テハ一致シタノデアル。

而シテ其作用ノ強サユ就テ一致７訣ク事ハ、主

トシテ試験方法ノ相異ニョルモノト思惟フヽル。

今同氏ノ成績ヅ要約ノヽレバ、揮良性物質ニシテ

高度ノ刺戟性｡％気丿有ノ、ル瓦斯・ヽ結核菌ノ鍵育

ヲ･高皮二阻IL或ハ役菌ソ、ル作用ヲ有ソ､(｢キシロ

ール｣、石油｢ベンヂン｣、fi油等)殊二人等瓦斯

ノ水分二移行ノ､ルモノダヽ恵二其作用顕著ナリ

(｢アンモこア｣、｢アセトン｣、｢フ｣ル‘゛リン｣、

硫化水素、高皮ノ｢アルコール、酸類等ﾉ。高度

ノ殺菌作用ヲ示ソ､瓦斯慌。・ヽ之ラ短時間作川セシ

ノ･ルトキノヽ反ツテ結核菌ノ特育サ助長ソ、ルモノ

有リ（「=1 ゲソール」、（了-い）ン」水、「アンモニ

ア」、「クロロフｉノレム」等）。

　

揮登性低ク芳香性

アル物質ヨリ生ズル瓦斯ノヽ軽度二結核菌ノ登育

ヲ助長フ、（（タン勺油、丁香油、薄荷脳等）ト云

フコ

　

トデ｀゛”ﾉﾚ。

此米滞氏ノ賓験成績中結核菌ノ稜育ヲ却テ助長

フヽル揮具膿ガアルト云フ鮎川自分等ノ賓験中ニ

､ハ遭遇シナカツタコトデアル。

E. Hailer (Zeitschr. f. Hyg. 121. Bd. I. H.)

ハ50－80％「エチール・アルコール」及60％「プ

ロビール・アノレ」－ル」、沃度丁幾、５％「クレ

ソー几」石鹸等ハ麻布二附著セル結核菌テ５分

間ニテ殺菌スルコ1ヽテ謐明シテ居ルガ、瓦斯膿

ノ試験ハ無イ。

矢野義徳氏（軍醤團雑誌第306貿、昭和12年）・ヽ

人膿二施用シ得ル徴い’エーう・ルJデノ試験ヲ企

圖シ、約３週間内外ノ培養デ旺盛二特育シタ結

核菌培養基管刈萱封セズユ大試験管内二入レ、

後者内二百二日少量ノ「エーテル」（0．03－1．０ｃｃｍ）

刊主入シ、孵恣内二置キタル結果、］O－20日後

一八役菌サレノレコ

　

トヲ疏明シ、且叉他ノ根條モ

ノ’ツテ、胸膜炎ノ治療二施用シ（主トシテ注腸）

治療日倣ノ厩縮ヲ認ノ有践ナルラカ説シタノデ

アル。

結核菌以外ノ他ノ細床iニ對スル「エーテル」ノ作

用こ開ペル業別戸｀茲ニーノ｀略スルガ、「」｡－テル」

血酵ダ｀「ゾレチビチつ」、「アクリレチこン」等ノ生

成夕助長ソヽルト云フZagarese J報告(Ztb. f.

Bakt. Ref. Bd. 119, 1935)ヤ漉谷氏（細菌學雑

誌第400琥、昭和４年）が微虻「エーテル」例ヘ

バ顛重1kg對0． 25 ccm ヲ･注腸シタ家兎ノ組

織的嶮査ノ結果、心臓二何等ノ髪化ヲ･認メナイ

コト及肺二於テハ間質及肺胞上皮ノ肥厚噌生ヲ

認メタコト等ノヽ「エーダル」サ人醵二庶用ソヽル企

テエ對シテ支持ヲ･加ヘタモノト云ヘル。

大蒜二就テハ結核菌以外ノ細菌二對ツヽル作用が

報陛サレテ居ルガ結核菌二對ソヽルモノハマグ見
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自分ノ業績二開シテハ緒言二述ベタカラ茲ニハ

畢ゲナイ。

3。賓験方法及其成績

　　　　　　　

イ、綿栓法試験

東京市療養所二於テ石川氏ト共二検査シタ常時

へ先ヅ｢グリセリン｣寒天培養基ノ多敬二純培

養結核菌苔ノ小片(直径約１粍)ラ植ヱ、１迦間

孵厦内二置キ、其特育度ノ等シイ管ノミヲ･選出

シ、各ノ綿栓ノ下端二可検液子浸シテ直チェ栓

シ、蝋封シテ培養シ、其鉢植菌苔ノ経緯テ計測

シテ、良育ノ有無ト程度トヲ･検シタノデアル

ガ、其後ホーン氏培地テ使用べ昭和12年以
-

阻止ノヽル。日本薬局法「フリレマリン」>'^().lccm

デ斜育ヲ阻止ソヽル。

「エーテル」及「アノレコール」ノ作用こ就テノ｀μ!こ

微量ヲ･以テ精シク検査シタ處、次ノ如キ成伺レ

得タ。

但シ此試験二使川シタ「エーテル」ハ揮農性舛

分緩和シ、操作中二於ケル「エーテル」瓦斯ノ逸

出ヲ防クバノＪ‾オリーブ」油テ等分二混ジタモ

ノデ、喪中「エトール」ト云フノガ夫デアル。印

チ「エトールコ 0．１ccm 中こ「エーテル」0．０５ccm

此試験ハ６同二亙ツテ行ハレ、夏季高温ノ室内

デ揮良性ノ弼イ「エーテル」、レアルコール」ノ類

テ以テ操作スル場合、人言ノ瓦斯醵が極ノテ速

カエ逸出シ、而モ其逸出:l;:が試験列毎ニ、或ハ

試験管毎二不定デーうレカラ、試験ノ結果万万常

正確二一致スノレコ

　

トガ不可能デアル。勿論可検

液テ大量使川こいレトキ。・ヽ問題ニナラ４ケレド

モ、極ｙテ少男ノ以テノ賓験二於テノヽ、此篤二

成績が一定レスノデアル。

此逸出瓦斯量テ最少限皮ニフ、ル篤ノ･ご‘パラフィ

ン」部テ外カラ冷却シテ、硬化テ促進シタリ、

或ノ｀ヽ「パラフ４ン」ノ代リュ「ゴム」栓テ用ヒナド

シタノデアル。

之等ノ各試験列ラ別々ニ表示フ、ル=１トハ其間ノ

消息ヲ明カエノ､ル興味ノヽハしが、治者ノ鎬メニ

､ハ寧口其煩プ避ケテ簡章ナ總括表ノ方が便宜カ

ト考へ第１表二縄ｙタ次第デアル。

此表中士ノ多イノハ全ク前記ノ事情ニョリ、成

績が逸出瓦斯量二支配サレタカラデアフレ、夫故

此士ハ軍二成慎ｲﾐ定ト云フ意味二解スベキデナ

ク、操作が迅速巧妙二行ノヽレ逸出瓦斯址が僅少

デ流ング場合ハ殼育八y匪LLシテーIヽナリ、同一

量テ綿栓二附ケテモ、操作不良デ大部分ノ瓦斯

ヲ’逸散サセタトキダヽ結核菌ガヨク腿育シテ十Iヽ

来７ヽペトラエアこ氏培地二改メ、且叉菌片片テ

植ヱル方法ｦｰ癈シヘ濃厚菌孚し剤ヲ植ヱ、其直

後可検物質ヲ･綿除収二附ケルコトヽシタ、即チ

晋育旺盛ナル結核菌（人型）ノ濃厚孚L剤テ４自分

耳ヅッペトバーアニ氏培地（内ぼ1.5 ccm ノ試

験管ヲ用ヒ、容積・ヽ綿栓部及培地其物ヲ･除キタ

約２０ＣＣｍノ空間サ残勺二植ヱ、可検液ノ一

定量ラ「ビベ、1ヽ」ニ収り、培地試験管ノ綿栓氏

二浸え込マセ速カニ栓シ、「パラフ、ン」テ以テ

閉ヂ、こ７孵盾内二置キ、結核菌「コロニー」ノ

登生ソ、ルヤ否ヤテ1－3ヶ月間検シタノデアル。

對照トシテハ、結核μけ植ヱタ後唯綿栓ドバ

フフィン」封鎖ダケ施シタモノテ用ヒ、とノ殼育

旺盛デアツタ=］トハ勿論デアル。

先ヅ可検液１ ccm ヅツ使用シタ場合ノ成紅け記

ﾇヽト、「フリレマリン」、「エーテノレ」、「アノレコー

ル」（70％以上）、「テレビン」油、「いレトール」、

「ユーカリ」油、「ラペ｀ンデル」油、「チモール・ア

ルコール」、大蒜「エーテル」、大蒜「アルコール」、

石油「ベンヂン」等ハ完全二結核菌ノ鍵育ヲ阻止

ノヽル、然シ普通ノ石油、「クレオソート」、「グア

ヤコール」、「ベルガモ」ト」油、か荷油等ハ１ ccm

使用シテモ結核菌ヲ･貨育セシノルカラ、夫ヨリ

少量ノ試験デハ勿論阻止シナイ。

石油「ベンヂン」ハ0.1 ccmデーハ登育テ完全二阻

止フヽルコトガ出来ナイガ、0.2ccmナラバ之ラ
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第１表

　

綿栓法ニョノ1/結核菌費育阻止試験

　　　　

゛蟹育セノt/場合ヲ十トス）

･i;　　楡　　液 使用量 結核菌
晋　育

「エ　　　ト　　　ー　　ル 0.05 十
一

●・ ０．１ 十

四

●９ 0.2 -

・・ ０,３ -

ｌｌ ０．４ 四

純「アノレ゜－ノレ」 0.05 ＋

り
０．１ 十

一

●● 0.2 十

四

り ０．３ -

50％「アノレコーノ1/」 ０．１ 十十

●・ ０．２ ＋

「フォノレフリゾ」 0.05 ＋

り
０．１ -

り
０．２ 〃

對　　　　Ｓ１　０ 併

ナルノデアルカラ、表中ノ士ハ寧ロート解シテ

ヨ４モノデアル。

之ヲ要フヽルニ「エトール」0． １ccm ヲ綿栓底二浸

シタ場合デモ結核菌ヲ散育セシノナイ、否操作

が最モ順調二行ハレタ時ハ「エトール」0． ０５ccm

云ヒ換ベルト「エーテノレ」0． 025 ccm シカ用ヒヌ

トキデサヘ、結核菌ノ散育ヲ完全二阻止シタノ

デアル。而モ此場合用1ニラレタ0．025 ccm ノ

「エーテル」が全量試験管内二残留シテ居ルコト

ノヽ絶對二無ク、カナリノ部分ノヽヤハリ逸散スル

カラ、責際二結核菌二作用シ得タ「エーテル」量

ノヽ極メテ少量デアルコトガ想像二難クナイ、斯

ル少量ノ「エーテル」が結核菌ノ散育ラ阻止シ

テ、「コロニー」ヲ形成シ得ナイト云フコトハ注

目二値りレト信ズル。

而シテ「アノレコール」ト比較スノレト「エーテノレ」ノ

方が秤μ阻Ｌカガ弼４．叉「フリレーリン」ヨリ

モ「エーテル」ノ方が僅４ト云フコトモ興味アル

事賓グト思フ。

　　　　　　　

ロ、滴下法試験

之ハペlヽラニアニ氏培地二結核菌ノ濃厚乳剤ヲ

植ヱ、可検液ヲ「ピペ」ヽ」デ0.5ccm取り、培地

ノ凝水ノ上二滴下シタ後ニ．方ノ如ク綿栓ヅ施

シ、「パラフ４ン」デ封ジ、孵竃二置キ結核菌「コ

ロニー」ノ殺生スルヤ否ヤヲ1－3月間観察シタ

ノデ｀アノレｏ

此賓験二於テハ「フバレマリン」、「ラ・ヽごンデル」

油、純「アルコール」、「しレトール」、10χΓチモ

ール’アルコール」、「カンフル」丁幾、大蒜「ア

ルコール」、大蒜「エーテル」等が結核菌ノ殺育

テ完全二阻1Lシ、「クレオソート」、「グアヤコー

ル」、「‘゛゛「ルガモヴト」油、石油、「チモール」結晶

等ハ阻止カガ弱イ。

此場合可検物が培養基表面二浸潤シ来リ、菌液

塗布部二直接爛目レ可能性ガアルコトト、綿栓

法同様瓦斯醵逸出ノ恐レアルコトモ訣鮎ト云ノヽ

ネバ｀ナラヌ。

夫故此試験法ハ屡ｌ用フルコトナク、主トシテ

次ノ試験法テ以テ殺菌カテ検査シタノデアル。

／ゝ、「シャーレ」法試験

綿栓法及滴下法デ、結核菌ノ碓育が完全二阻止

サレテモ、其際結核菌が完全二死滅シテ居ルヤ

否ヤ・ヽ勿論不明デアル、夫故種カノ揮殺性物質

ノ瓦斯胆が結核菌二對シテ、如何程ノ殺菌カテ

有フ、ルカト云フコトテ、時間的二知ラウトシテ、

此「シャーレ」法テ用ヒタノデアル。

大「シャーレ」内一一小「ジャーl／」テ置キ、其内二時

計皿ヲ入レ、後者二結核菌苔ノ小塊グ置キ、小

「シy－レ」ノ周園部チ大小雨「シ、－レ」ノ間－･可

検物質テ５ ccm 叉ノヽ５ｇｍ入レ、大「シャーレ」ノ

蓋テシ（液胆が揮殺シテ消失セントスルトキノヽ

適宜補充ソヽル）日光ノ直射ヅ避ケテ宇内二置ク、

總テヲ･無菌的二操作スルコトハ云フマデモナ

４．

且叉結核菌が可検物質ナル液胆叉ハ固胆二接鯛

スルコlヽナク、唯可検物カラ殺生おレ瓦斯値ニ

ノえ接鯛幻レ様二注意フ、ル。

借テ一定ノ時間ノ後大「シャーレ」ノ蓋ヲ開キ、

菌苔塊テ取り出シ、約２分間空気二晒シテ臭

気？去リ、「グリセリン」肉汁ヲ以テ濃厚ナル結

核菌孚L剤ヲ作り、ペトラエアニ氏培地二植ヱタ

培養スルノデアツテ、1－3月間ノ観察ニョリ、
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モ簡軍デアルカラ、自分｡・ヽ此方法ヲ･以テ多種類

ノ揮特性物質ヲ･検査シタノデアル、従ツｆ其各

試験成績ヲ別々ニ記載ソ､ルト非常二煩シクナル

カラ第２ムユ全部一括フヽルコト一丿ヽル。

印チ殺菌剤トシテ代表的ノ「フペーi・リン」瓦斯

モ普通室温10分間デ・ヽ結核菌ラ死滅セシノナ

４が、30分デハ殺ソ、。「エーテル」及純「アルコ

ール」モ30分デ殺ノ、ケレドモ、賓験列ニョツテ

ダ｀１時間或。’ヽ1恥時間？要シタコ1ヽガアノL。

此有政最短時間ノ不同ハ用ヒタ菌塊ノ大キサ、

脱水程度及ビ室温ノ高サユ開係フヽル、印チ室温

結核菌が登育スルヤ否ヤテ決定シ、若シ對照

(可検物ヲ作用セシｙズユ唯｢シャーレ｣内二同一

時間保存シタ丈ケノ同一結核菌カラノ培養)が

旺盛二登育ノ、ノレニ開バラス、試験例二於テ侮常

毫列を育゛tごタ場合ハ其可検物質が結核菌ノ登育

阻止作用アノレノ｀ヽ勿論、殺菌カヲモ有シクト見ル

ニ'トガ出来ル、賓際此方法ニョツテ培養基上

｢=1ロニー｣ヲ｀毫モ形成セタ様二作用サレタ結核

菌ノ孚L剤ハ海貌ノ皮下二大量注射(1－５ ｍｇ)シ

テモ感染セメノデアル。

此試験法ノヽ成績が毎常殆ンド一定ダアリ、操作
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高ク、菌塊小サク、脱水充分ナルトキー･ヽ作用弼

ク早ク死滅フヽルノデア、1,。例ヘバ散水ガヨク、

約５ｍｇ以下ノ菌塊り用ヒレバ、「エーテル」モ

純「ア４-ﾆl－ル」モ70％「アルコール」モ常ニ30

分作用後ニ・ヽペトラユアニ氏培地二生エナイノ

デ7 J1･。

石O％「アルコール」ハ30分デハ成慎不定、１時間

以上ナラバ殺菌カガアル、大蒜、工葱、韮等ノ

「エーテル」叉ノぐアルコール」浸出液ぐ夫々生マ

ノ儲細挫シテ同量ノ「エーテル」叉ノヽ「アルコー

ル」-りnヘテ振服シ24時間後ノ浸出液上漓り使

用勺モ50％「アルコール」ト同様デアル。Ｆチモ

ー－」ハ結核菌一丿殺△い=こ20時間サ要シ、「クレ

オソート」ゝ「グァヤコール」、「ミルトール」、

「ラｇンデル」油等ハ２日間ラ要シ「コーカリ」

油、石油「ベンヂン」等ハ４日間、「べ7レガモヅトJ

illレヽ５日間、大蒜ノ生､ハ６日間、か荷油げｊ･レ

ビン」油ハ８日、韮ノ生ト「サンタル」油ト障胴

ハ９日、石油ハ12日サ要シ、玉葱ノ生ト「ナ

フタリン」-ﾊ14日費シテモ結核菌犬リ2シ得ナ

カツタ。

　　　　　　　　　

゜

猶唾液約１ ccm プ加熱滅菌シ其中二結核菌純培

養約５ｍｇ混ジ之サ「シy－レ」法ニョツテ「エー

テル」及「フリレマリン」ノ瓦斯膿り作川セシメテ

其結果ヲ･比較シタ處、にエーテル」デハ１時間ノ

作用デ結核菌ノ生阪カナらでヒ、「フノマリン」ハ

１時間デ足ラズ２時間ノ試験デ殺菌ｦｰ誰シタ、。

　　　　　　　

ニ、浸漬法試験

可検液ノ中二結核菌純培養ノ菌塊テ浸漬シテ置

キ、一定時間後二之ソ取り出シ、滅菌生理的食

盛水デ洗條シ（「エーテル」及「アルコール」ハ２

同、「フォルマリン」ノ場合ハ４同洗藤）次二滅菌

濾紙デ水分-犬去リ、「グリセリン」内汁し･以や濃

厚菌乳剤テ作リ、ペトラー二アニ氏培地二植ヱ、

カプ示ス、「フ４ 」1マリン」-ﾊ10分間デ殺菌ヲ謐

明いレコトガ出来ル。故ニ「エーテル」及純「ア

ノレコール」｡’゛「フ44.７リン」ヨリモ弼カト云｀

昭和14年ノ満洲爵學會二於テハ「エーテル」が

時ニ「アルコール」ニ劣ル成績サ示シ、10分間デ

モ成績不定、15分以上デ確盲二殺菌スト述ベタ

ガ、其後ノ研究ニョリ、菌苔塊ノ水分が多イ時

「エーうヤル」ノ作用セタ部分ガアツテ、殺菌成績

テ不良ニシタご］トガ判明シタ。卸チ水分ラ注意

深ク除キテ「エーテル」ニ浸流シタ場合。・ヽ5分間

デモ死滅サセルノデアノレ。

　

第３表

　

渡漬法試験二於ヶル菌塊脱水度ノ杉響

　　　　　　

（吸菌セル場降ヲ十トＸ）

可　　楡　　液

　　　-一一一一－-　--－　‥

「エ　-_　子　　71/ I

啓か５卸o9 1`5分20分

良　十 ＋

一一-
－

十｜十

’’ｉ不良　一 ＋

＋

＋

諮「ァルz2－ルム　良　１＋
＋ ＋

″ＩＷ　　　　　　　　　　　　．』

不良ｌ十 ＋ ＋ ＋

70％「アノl/コール」
良‘十 ＋ ＋ ＋

不良　十 ＋ ＋ ＋

50％「アルコール」
　良　ｉ士

　　　　　－　－不良；士

十
一
＋
　＋
－－
　＋士 ＋

「フ．ノレ゛IJダ」 良　ｌ－
＋ ＋ ＋

不良ｉ一 ＋ ＋ ＋

次二稀薄「エーテ・ﾚﾉ作用ヅ知ランガ篤ノ･－、

次ノ様ナ試験ヲ行ツタ、先ヅ試験管二滅菌生理

的食吸水ラ５ ccm 注入シ、夫ニ「エーテル」ヲ同

量加へ、彊ク振脆シテ飽和「エータ・ル」水（約10

％）ヲ作り、過剰ノ「エーテル」テ一旦「ピペ。ト」

デ取り去リ、残りノ「エーヤル」水中二結核菌苔

ノ小塊テ入レ、人が沈降シタ後、液ノ上二更ニ

「エーテルブ゛５ ccm 注加シ、「ゴム」栓ラ施シ、

「エーテル」水ラ飽和状態二保タシメル、卯チ結

核菌塊が常二飽和「エーテル」水印チ約10Xノ

　　　　

第･t夫「エーテノt/」水浸漬法試験

　　　　　　

了殺菌セルヲ十トス）

可　接　洽 10分 20分　30分 １時間 ２時間

「」ﾆ.－テノ1/」水 - - - ＋ ＋

方ノ如ク培養シ、結核菌「コロニー」ノ特生方リ･

1－3月間観察おレ。

此試験ノ成徊レ略述スレバ、「エーテル」及純「ア

ルコール」●ヽ５分間ノ浸漬デ役菌シ、50χΓアル

コール」デ・ヽ5－10分デハ不定、15分間デ殺菌
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｢エーテノレ｣中･=一在ルキヒまこスル。

斯クテ10分、20分、30分、１時間及２時間ノ

作用後二菌塊サ取り出シ洗條シ、濃厚菌液テ作
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リ、方ノ如ク培養検査ノ結果、１時間以上此!エ

ーテル」水二作用セシメタモノ､ハ最早ペトラユ

アこ氏培地二特育セフノデアル。

4･.賓験成績總括

植シ、其綿栓底二種々ノ揮資性物質ヲ少量ヅツ

浸シタル後、速カエ蝋封シ、叉バゴム」栓ラ施シ、

培養管内二夫等ノ瓦斯醒が涵ツル様ニシテ孵竃

二入レ置クlヽキ（綿栓法）結核菌ノ資育・ヽ阻止セ

ラル。但シ其作用ノ強弱刈

ヨリ差異ガアル。「Ｊニー－テル」、糸屯「アルコール」、

「フｆル゛リン」、70％「アルコールづ、「テレビン」

油、「ミルlヽ－ル」、「ユーカリ」油、「ラソヽこ｀ンデ

ル」油、10が「チモール・アルコール」、大蒜「エ

ーテル」、大蒜「アルコール」、石油「‘゛゛｀ンデン」等

ノ唖

コール」、「ｇルガモヴIヽ」油ノ薄荷油等ノヽ弱イ。

最モり星イノフ｀、「エーテル」、純「アルコーブし」及

「フいし・リン」デ此３者ハ略り目匹敵スル。夫

等各カノ微量ヲ･以テ有賎最少量ヲ･決定シタノデ

アルガ、揮資性高ク、操作中二瓦斯醒が多分二

逸出スルカラ、比較試験デ優劣ヲ･断定スル=1ト

ガ困難デアルガ、「エーテル」が最モ彊ク、「フお

ルプリン」､ニ勝ルト､Ｓノ･ゝし／ル。印チ「エーテル」

。’ヽ普通試験管（内径1．５ＣＣｍ）ノペトラエアニ氏

培地二對シ0.025ccm f微量デモ結核菌ノ特育

テ阻止フヽルガ、「フｉノレマリン」｡ハ0.05ccmデ。ハ

充分デナク、Q．1 ccm デ稜育ヲ阻止スル、純「ア

ノレコール」モ「フ４ルプリン」ト同等デアノレ。

（2）｡

　

ペトラユアニ氏培地ノ凝水上二揮特性物

質プ滴下スル所謂滴下法二於テモ、「フ、ﾌﾚｰ･・リ

ン」「ラｇシデル」油、純「アル=1－ル」、「しレトー

ル」、10が「チモール・アノレコール」ゝ「カンフル」

丁凰大蒜「アルコール」等が結核菌ノ殼育ヲ阻

止シゝ「クレオン‾l｀」、「グアヤコール」、「’｀ごノレ

ガモヴト」油、石油、「チモール」結晶等ノ阻止カ

ーハ弱イ。

（3）。揮則1物質ノ瓦斯薗j.：レ允シタ

　

沁一レ」

内二結核菌苔テ入レ置キテ其結核菌が死滅スル

ヤ否ヤテ試験ワヽルム（「シヽ､｡－し」法汗エーテル」

及にアハコール」｡ハ結核菌こ對シ「フバ７リン」

ニ匹敵一いレ殺菌ﾘに有ソヽ。

大蒜、玉葱、韮等ノ「エーテル」叉ハ「アルコー

ル」浸出液ヨリ腿スル瓦斯蔵ハ殺函カガ強イガ、

夫等植物ノ生ノ俊ソ細挫シテ殺生セシｙタ瓦斯ヽ

膿／ヽ殺菌カガ弱イ。郎チ大蒜ハ６日、韮｡ハ９日1

テ要シ、玉葱ダヽ14日デモ殺菌ナ澄明シ難イ。

石油ノ瓦斯醗ハ結核菌プ投函フ、ルニ12日間々･

要シ、「ナフタリンバヽ14日間追及シタガ脚木

殺菌カテ認ノナカツタ。

（4）。唾液二混ジタ純培養結核菌ハ「ジャーし才

法試験二於テ、「フリレーi・リン」瓦斯１時間ノ作用

デーハ死滅セズ。２時間デ死滅シタガ『エーテル』

１時間ノ作用デズヽ殺菌サレタノデアル。

此試験・ヽ僅力１同行ツタノミデアルカラ、果シ

テ「Ｊニーテル」が「フ･tル‾゛リン」一勝ルカトウカ

断言り哀留セネバナラヌガ、恐ラク劣フレコ

　

1ヽノゝ

無イデアラウ。

（5）。

　

浸漬法試験デ・ヽ結核菌塊ノ脱水サヘ良好ヽ

デアレべ「エーテル」モ（アルコールパ70先以上）

モ５分間ノ浸漬デ死滅スル。こニ反シ「フリレヽ･

リンノヽ５分間デハーマグ死滅セズ、10分間デ死

滅シタ、郎チ此試験法二於テハ、「エーテルバヽ

「アルニ1－ル」ハJ!ﾐこ「フｉルプリン」ヨリリ星イ。

（6）。飽和「エーテル」水（約10％）ヽﾆｰ１時間以上

浸言シタ絡4句彫ハ最早培地上二殺育シナカツ

タ。とテ要心レ､ニ「エーテル」-ﾊ結核菌ヽﾆｰ對シテ

彊キ碓育阻止乃至殺菌作用テ有シ、其カハ「フｉ

ル７リン」ニ彫
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「第」８巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5．

以上ノ賓験ニョリ種々ノ揮良性物質ハ多少二開

．’ヽラズ、結核菌ノ碓育阻止乃至殺菌作用アルコ

　

トラ知リ、就中、「エーテル」及「アルコール」が

最強カデ、「フォルマリン」ニ匹敵フヽルコトヅ知ツ

タガ、「フバレーi’リン」.ハ其俊ノ形デハ人勝二使用

フヽルコトガ出来ナイ、然ルヽニ「Ｊニー－テル」及「ア

ノレコールメ｀夫が出来ル、殊゛一一「エーテル」ダ｀一

定量以内二於ﾃ一・ヽ毒性無シト云ツテョク、心臓

ヲ･冒サズ、寧口虚脱ノ治療ニサヘ使用サlノル、

叉従来百日咳治療剤トシテ乳見ニスラ注射叉．・ヽ

注腸シテ居リ、外科叉刈

腹術後ノ化膿防止等ノ目的二使用サレ居リ、叉

「エーテノレ」゛｀「プレチピチン」、「アクリレチこン」

等ノ生成テ助長ノ、ルトノ報告モアルノデアルカ

ラ、之テ人膿二使用スルコトユ對シテハ懸念ス

ル必要７゛ナイ．尤モ「エーテル」ノ｀憂質シ易イモ

ノデアルカラ、必ズ純良ナル製品テ選デベキデ、

其注意グユ届ケバ、臨休的恚用テ妨ゲナイ．

楢「エーテルよハ膿内二囁取シタ場合（注射デモ

注腸デモ）速カニ組織内二吸牧サレ、全身ヲ循瓊

シ、無論肺組織テモ浸潤シ、最後二呼気二現.・ヽ

レ、気管枝ブ･経テ排出せレルノデアルカラ、肺

結核ノ病憲二働カスニ好適デアル．此意味二於

テ現今「エーやル」程便利ナ薬剤ハ他二無イト思

フｓ、

結

　

論

勿論試験管内ノ賞験二於テ、如何二微量ノ｢エ

ーテル｣が結核菌ノ登育ヲ阻止シ、或ダヽ死滅セ

シノルト云ツテモ、人値内二於テ果シテ同様ノ

作用アリヤ否ヤハ別ほノ研究問題デアルガ、然

シ前心ノ理由カラ、自分ハ｢エーテル｣プ肺結核

治療二施用スル試ミダヽ確カニ價値アル事デアル

ト同時ニ、決シテ無謀ノ企テデ無イト信ジ、既二

人偕二施用サ開始シタノデアルガ、陸軍二於テ

モ既二矢野義徳大佐が胸膜炎治療ニ｢エーテル｣

ヲ･施用シテ好成績ラ収ノ･タト云フ報告尹登表シ

テアルコトテ知リ、一層人幄殊二肺結核患者二

施用シテ見ルコトノ不営ナラタヲ･確信スルニ至

ツタ、而シテ其自分等ノ臨休賓験例二就テヘ

他日改メダ報告スルデアラウ。

楢結核性ノ膿胸、腹膜炎、潰瘍、癈孔、膿瘍等

－ノ｀ヽ純｢エーテル｣テ直接作用セシメ得ルカラ、

一層妓果テ期待スルコトガ出来ルト思フ、、況ヤ

｢エーテル｣が他ノ細菌二對シテモ猫キ殺菌カテ

有スルコトニ就キテノヽ先人ノ業績モアリ、叉近

ク自分ノ辞表セントスル所ノ研究ニョルモ周白

デアルカラ、之等ノ疾患二對スル施用ノ價値二

就テ多クノ希望ラ持ツ次第デアル。之二就テモ

他日改ノテ賓験報告リ・ナス機會ガアルデアラ

ウ。


